








































1 ルチアナ・デュランチ教授をお迎えしてDチームよりの報告Professor Luciana Duranti at GCAS: A Report from “D-team”
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  「デジタル記録とアーカイブズ」 
 講演「デジタル記録の信頼性に向けて─
 インターパレスプロジェクトの成果」 
  （14 :30 -16:30、於：京都大学芝蘭会館別館）
 懇親会（於：楽友会館）
6/24（日） 帰京
6/25（月） 特別講義“The InterPARES Project and Beyond” 






6/30（土） 講演会“Archival Diplomatics and Digital Records.” 
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題は、1回目が ‘The InterPARES Project And Beyond’













New Uses for an Old Science’ であった［1］。もう一つはデュ
ランチ先生に師事したヘザー・マクニールの著作Trusting 















メントと関連性の強い評価選別を扱った ‘Structural and 
Formal Analysis: The Contribution of Diplomatics 




















献はEncyclopedia of Library and Information Sciences, 
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（ed.）, London: Facet Publishing, 2011, pp.65 -88 .
4─The InterPARES Project, “The InterPARES Project,” The 
InterPARES Project, http://www.interpares.org/ （2012 -11 -10アクセス）.
5─ Luciana Duranti, ‘InterPARES,’ Encyclopedia of Library and 
Information Sciences, 3 rd edition, Taylor & Francis, 2009
6─ Luciana Duranti and Kenneth Thibodeau, ‘The Concept of 
Record in Interactive, Experiential and Dynamic Environments: the 
View of InterPARES,’ Archival Science 6 , Issue 1 , 2006 , pp.13 -68 . 特
に電子環境におけるドキュメントとヨーロッパ中世における公証人文書の管
理の在り方のアナロジーについてはpp.52-60.を参照。
その経験を間接的にではあるが共有し、恩恵を受けることが
可能になる。「コスト問題」と「リスク管理」に加え、この「記録
化」も本専攻全体で共有すべき検討課題のひとつとして最
後に挙げておきたい。「記録化」が、前の二者と同じくらいに
難しく、また重要な問題であることは、本専攻の関係者には改
めて説くまでもないことだろう。
報告｜ルチアナ・デュランチ教授をお迎えして｜平野泉＋橋本陽＋松尾美里103
